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宍道湖堆積層中のシジミ貝殻層
　　　　　　　の発見とその意義
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Abs在臓砒　An　mterestmg　occurrence　of1arge　foss111sed　corb1cu1as（Co油π〃α／αρo棚co，

wh1ch11ves　m　brac㎞sh　water），coex1stmg　w1th11vmg　specmens，has　been　known　by
丘shemen　at　a　trans1t1ona1area　between　she1f　and　s1ope　m　the　no血hem　centra1p航of

LakeSh岬1atadepthofabout3m　Theposs1b111tyoftheoccurencebemgananc1ent
she11mound－1s1ow，as　no　man＿mad．e　remams　have　been　dredged　m　the　present　area
The　foss111ied　corb1cu1a　g1ve　a14C　age　of1926＋124－122　yrs　B　P　Th1s　age　suggests

that　the　corb1cu1as　no㎜shed　to　fom　the　corb1cu1a　bed　at　the1ate　Ho1ocene　regress1on

stage，as　Lake　ShmJ11s　known　changed丘om　a　mame　embay二ment　m　the　Jomon　Age

to　a　brack1sh　coasta11agoon　m　the　Yay01Age　　Echo＿soundmg　surveys　m　the
no血hem　centra1part　of　Lake　Shmj1show　that　a　renector　ex1sts1ess　than15metre
be1ow　the　bo杭om　and　th1s1s　traceab1e　to　the　subaqueous　exposure　of　the　corb1cu1a

bed．The　renector　cou1d　be．penetrated．by　a　new1￥一devisedξraγity　coreらand　it．was

found　that　the　ref1ector　defm1te1y　cons1sts　of　corb1cu1as　It1s　mf；e耐ed　that　Corb1cu1a

』apomca　nounshed　m　great　numbers　m　accordance　w1th　a　drast1c　env1ronmenta1change

m　Lake　Sh1叩，from　the　embayment　of　Jomon　Age　to　the　brack1sh1ake　of　Yay01age

K㊧yw⑪r拙s　Lake　ShmJ1，coasta1　1agoon，　0oカκ〃α1αρo伽co，14C　age，echo＿soundmg

SurVey

は　じ　め　に

　宍道湖はヤマトシジミの生産量日本一を誇る汽水

湖である．早朝の宍道湖で行われるシジミ漁は山陰

を代表する風物詩のひとつである。その漁を行う際

に生きたシジミに混じってひとまわり大型でキチン

質の膜が完全に取り除かれ，白色ないしやや着色さ

れたヤマトシジミ殻（以下，シジミ殻）が採れる場

所が宍道湖の北岸に近い湖棚上にあることがシジミ

漁師の間では以前から知れらていた。その殻は現在

の宍道湖で獲れるシジミより明らかに大きく，限ら

1）島根大学総合理工学部地球資源環境学教室

　Dep航ment　of　Geosc1ence，Facu1ty　of　Sc1ence　＆

　Engmeermg　Sh1mane　Un1vers1ty，1060　Nエsh1kawatsu，

　Matsue690，Japan

れた範囲でしか採れないことから，あるいは水中に

没した貝塚ではないかとも想像されていた。そこ

で，大型のシジミ殻が採れる地点でエクマンバージ

採泥器を用いて表層堆積物を採取して産状を観察し

た結果，自然貝層であると判断された。また，シジ

ミ殻の採れる場所から沖合に向かって音波探査を

行ったところ，湖底下堆積層中に1つの反射面が認

められ，湖棚上のシジミ殻の分布域に連続すること

が予想された。そこで，この層準をねらって柱状採

泥を行ったところ，それがシジミ殻の密集層である

ことが確認された。14C年代測定によるとこのシジ

ミ殻は1，926yrsB．Pということになり，宍道湖の生

い立ちからみると縄文海進で宍道湖・中海低地帯に

入り込んだ海が汽水化していく時期にあたってい

て，その時期にヤマトシジミが大発生したものと思

われる．このような興味深いデータが得られたこと

から，湖棚に露出するシジミ殻と堆積層中のシジミ
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　　　　　　　　　　　図1．大型のシジミが採れる地点（二重丸）と音波探査測線．
醐g工Map　showmg　approxmate　area　where　foss111sed　corb1cu1as　can　be　dredged　by　f1sheman’s　basket（doub1e　c1rc1es

　　of　A）and　the　echo＿soundmg1me（A＿B）

図2．松江市岡垣町沖の宍道湖湖底で採れるシジミ殻
　　（左）と現生のシジミ（右）．現生のシジミは標準
　　的な大きさのもの．

醐g面2曲Large　fossi1ised　corbicu1as　recovered　from　the

　　bottom　surface　of　Lake　Sh1叩　（1e血）and　recent

　　corbicu1as　of　standard　size　（right）．

層についてこれまでに得られた資料を示し，考察を

加えることにする。

調査地点とシジミ殻の産状

　宍道湖の湖底は湖岸から水深2－3mまでなだらか

な湖棚が続き多その先で傾斜がやや急になり，水深

4．5～5．5mの平坦な湖底平原へ移る。現生のシジミ

にともなって大型のシジミ殻が採れるのは宍道湖北

部の松江市岡垣町沖約200m（図1）の，南北約100m，

東西約200mの範囲で，水深2．5mの湖棚縁辺部で

ある．宍道湖漁業組合の原　俊雄氏によるとヲこの

場所は以前からよく知られていて，かつてはより狭

い範囲に分布していたものがシジミ漁によって湖底

をかき混ぜるうちに分布がやや広がったとのことで

ある。底質は砂質泥である邊大型のシジミ殻は生息

しているシジミに混じって採れ，貝殻表面のキチン

質の表膜はほとんど剥離し，殻が半ば溶けているも

のもあり，現在のシジミの死貝とは明瞭に区別でき

る。このようなシジミ殻は殻長1Cm程度のものか

ら殻長4cmを超える大型のものまで含まれ，壊れ

ているものも含まれる。なお，現在宍道湖で獲れる

シジミでは殻長3cmを超えるものは極めてまれで

ある（図2）．

　大型のシジミ殻が採れるのが狭い範囲に限られる

ため，水中に没した貝塚の可能性もあることから，

貝殻以外に伴われるものの有無について注意して観

察した。シジミ漁の場合は幅11mmの格子状gジョ

レンによって行われるので，格子の幅より小さなも

のは採取の段階で取り除かれ，現生のシジミととも

にシジミ殻など一定サイズ以上のものが船に積まれ

て持ち帰られて，現生のシジミが選別されることに

なる．この際，もし他の異物があれば同様にして持

ち帰られヲ選別場で捨てられるはずである。この，

捨て場での観察では土器ヲ石器等は全く発見されな

かった。また，この付近でシジミ漁をしたことのあ

る漁師に聞いても，人工物が一緒に採れた経験を持

つものはなかった、シジミ殻については上述のよう

に殻長1Cm程度のものも含まれており，採取の対

象となる一定サイズ以上のもののみで構成されてい

fig041001.pdf
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音波探査記録（1996年9月）とその解釈．シジミが採れる地点から時速約6kmで湖心方向に航行して得られた記録．

　　　　亙晦3φEcho＿sound1ng　record　a皿d1ts　mte叩retat1on　of1me　A＿B　talken　m　September，1996

るわけではない。以上のことから，貝塚である可能

性はほとんどないといえる．

音波探査

　千本電機杜製底質探査装置SH20型を用いて調査

地点の音波探査を1994年7月，1996年9月，1996年10

月の3回にわたって行った。図1に示したA－B測線

で行い，位置決定は日本無線社製GPS測位機を用

いた。その代表的な記録と解析を図3，図4に示す。

図3に示した記録は貝殻が採取される範囲の中心付

近から湖心に向かって時速約6kmで船を走らせて

得られたもので，図4に示した記録は貝殻が採取さ

れる範囲の西縁付近から湖心に向かって時速約2

㎞で船を走らせて得られたものである。両測線は

問隔は約100mで平行するものである。

　湖岸から緩やかな傾斜の湖棚が続き，水深2．5m

付近で傾斜がやや急になり，水深4．5－5．5mの平坦

な湖底平原へ移る。シジミ殻が採オしるのは傾斜の変

換点で，この地点の湖底表層はシジミ漁によ争撹乱

を受けて凹凸が形成されている、図3で湖底堆積層

の下に認められる強い反射面は新第三系の基盤岩で

湖心部へ向かって深くなる。この様な傾向は後藤ほ

か（1989）の宍道湖全域の音波探査記録でも認められ

ている．図4では湖底堆積層と新第三系の間に低角

度の斜父層理様の構造を持つ地層が認められ，上面

が開削されていることと，反射強度から更新統と判

断される。シジミ殻が採れる範囲を越えて，湖棚か

fig041002.pdf
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図4．音波探査記録（1996年10月）とその解釈．シジミが採れる地点から時速約2㎞で湖心方向に航行して得られた記録．

　　　　　　　醐g。卑。Echo＿soundmg　record　and1ts1nte叩retat1on　of1me　A＿B　taken　m　October，1996

ら湖底平原へ移るあたりから先に湖底堆積層中に明

瞭な反射面が認められる．この反射面ぽ湖底表層か

ら1．5m未満の深さにあり，シジミ殻が採れる地点

では湖底表層に連続する。反射面は水深5mの位置

までは連続するが，これより深いところには認めら

れない。図4でみると反射面は2枚認められ，上の反

射面がシジミ殻が採れる範囲の表層に連続し茅下の

反射面は堆積層中で途切れる。

fig041003.pdf
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図5。柱状コアの記載．コア採取地点は図4参照．貝殻層

　　　は1．Omの深度にあるが，採泥時の短縮があり，
　　　深度1．2mの反射層に対応する．

亙晦鼠Description　of　the　core．　　Loca1ity　is　shown　in

　　F1g　4　Because　of　core－sho直en1ngラthe　she11bed

　　　homon　1Om　from　the　top　of　the　core
　　co耐esponds　w1th　the　echo＿soundmg　renector　about

　　　1．2mbe1owthebo航om．
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することができた、打ち込み量に比ベコアが短い

が，打ち込む際の圧力によってチューブ内でコアが

圧縮されていると判断される蓼

　採取コアの柱状図を図5に，軟X線写真を図6に

示す。採取コアは表層から深さ8cl㎜（コア最上部か

らの実長。以下同じ）までは軟弱で含水の高い黒色

泥からなり，生息しているヤマトシジミを含む、深

さ8cmから100cmまではやや締まりがよく，細粒

砂を含んだ青灰色の砂質泥からなり，深さ47－58cm

には細粒砂からなるラミナがみられる。深さ99～104

Cmはヤマトシジミの貝殻が密集する貝殻層であ

る屯貝殻は離弁で層理面に対して平行するものが多

い（図6，7）、シジミは殻長2－4cmで破片も含まれ

る、深さ104－130cmはやや締まりのよい青灰色の

泥からなる包上記に示した生息性のものと貝殻層以

外の層準では貝殻は含まれない。

シジミ殻の1遂C年代

柱状採泥

　音波探査記録で湖底から1．2mの深さに反射面が

認められる地点（第4図中に示す）で柱状コア試料

を採取した、コア試料は工業技術院地質調査所で新

たに試作された採泥器を用いて採取した＊、この採

泥器は内径7．5cmのアルミチューブに水中で20kg

の錘を20～30cmの高さから反復落下させて堆積層

に打ち込み，コア試料を採取するものでチ砂質堆積

物でも採取できるように工夫されている画今回は長

さ2mのアルミチューブを用いた。堆積層にアルミ

チューブを2m打ち込み，長さ1．3mのコアを採取

＊この採泥器は地質調査所の井内美郎氏によって新たに

製作されたものである．それまでの採泥器では泥層中に

薄い砂層などが挟まれているとそれを貫いてコアを採る

ことは困難であった．

　湖棚に露出するシジミ殻層をねらって，エクマン

バージ式採泥器を用いてシジミ殻を採取した。それ

らの片弁3個を島根大学汽水域研究センターで14C

年代測定を行った。分析に供した試料は希塩酸で表

面約10％を除いた後，ベンゼン液体シンチレーショ

ン法により計測し，1，926＋124－122yrsB．P。の値が

得られた。ただし，δ13C値による補正は行ってい

ない。この年代は弥生時代に相当する。

考　　　　　察

　大型シジミ殻と貝殻層の形成

　宍道湖の限られた狭い範囲で，生きたシジミに混

じって大型のシジミ殻が採れる。この付近では湖底

堆積層中に認められる反射面は湖底表層のシジミ殻

の分布地点にまで連続していることが音波探査に

よって認められ，柱状採泥で反射面はシジミ貝殻層

であることが明らかになった、このことから，シジ

ミ殻が採れる地点では湖底堆積層中のシジミ貝殻層

が現湖底直下に存在し，シジミ漁で湖底が削られる

ことによってそれが露出したものと考えられる。

　ヤマトシジミが生息する汽水環境は一般にカルシ

ウムイオンや重炭酸イオンに不飽和であるため，炭

酸カルシウムからなる貝殻は溶けてしまい遺体とし

て残りにくい。今回発見されたシジミ貝殻層は貝殻

が密集しているために問隙水がカルシウムイオン予

重炭酸イオンに飽和され，貝殻が溶けずに残ったと

考えられる田同様の産状を示す例として茨城県霞ヶ

浦の湖底堆積層中のヤマトシジミの貝殻層がある
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Fig. 7. Occurrence of the shell bed in the core 
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